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１．日本側の研究実施体制 
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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

日本側研究チームでは、WP1 がデータ収集とデータ解析、WP2 がデータ収集とシームレスな

コミュニケーションを主要な研究目標とする。まず WP1 では、データ収集としてスマホカメラ

を用いた定点観測アプリの構築を進め、災害への対応と復旧に重要となる時系列画像の収集と変

化検出を行うとともに、データ解析として空間・時間・テーマの 3 軸で情報ストリームを自動的

に仕分けするエンジンの構築を進める。一方 WP2 では、データ収集として UAV (Unmanned 

Aerial Vehicle)を用いた機動的な状況認識への技術を開発するとともに、シームレスコミュニケ

ーションとしてオンサイトとオフサイトの人間が協力しながら UAV からの情報収集を進めるシ

ナリオを想定し、その効果を検証する。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

日本側研究チームでは、WP1 がデータ収集とデータ解析、WP2 がデータ収集とシームレス

なコミュニケーションに関する研究を進めた。まず WP1 では、空間・時間・テーマの 3 軸

で情報ストリームを仕分けするエンジンおよびその結果を表示するインタフェースについ

て研究を進めた。空間軸については GeoNLP と Geoshape の 2 サービスを統合的に運用す

る体制の確立、時間軸についてはタイムライン表示を行うための Data-Driven Timelines

ライブラリの開発、テーマ軸についてはツイッターに添付された画像の自動キャプション付

けに基づくフィルタリングの研究を進め、災害時の状況認識のための基礎モジュールを構築

することができた。またスマホカメラを用いた定点観測アプリとしては「雪ログ」をリリー

スすることで、積雪状況の写真に基づく定点観測のためのセンサを用意することができた。 

一方 WP2 では、データ収集方式として、特に UAV を状況認識に活用する方法について、

DRONET というプラットフォームを開発しながら研究を進めた。DRONET はバックエンド

サーバ、作戦立案オペレータのためのフロントウェブアプリケーション、そしてカメラ画像

分析オペレータのためのフロントウェブアプリケーション、UAV シミュレータという 4 つ

のモジュールから構成されており、災害時救援活動にてカメラ画像分析オペレータの心理的

負担を減らすための画像解析アルゴリズムの効果などについて、実際に被験者実験を行って

評価した。さらに UAV には USC の MediaQ アプリを搭載することで、空からのクラウドソ

ーシング情報収集についてもデータ収集を進め、USC との連携において重要な一歩を進める

ことができた。 


